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労災防止に労使で取り組む学習会
パワハラ防止法と職場の衛生委員会の基礎を学ぶ

4月14日「令和の時代の衛生委員会」というテーマで、

日本カウンセラー協会北海道支部専任講師の立花純子さん

より講演をいただきました。

講演では「そもそも衛生委員会とは」から始まり、会社の

責任や衛生委員会で取り上げるテーマ、運営の仕方などを

より具体的に話された後「パワハラ防止法」に関しての対

応について詳細に説明していただきました。

昭和から平成令和と時代が変わりメンタルの部分についても管理責任が問われる、講演の

終盤には加害者・被害者を生まないためにも、経営トップからの強いメッセージと具体的な

環境づくりが大切と力説されました。

参加者からは、法律家の話とは違った視点での話を聞けたと好評で、産別主催の学習会で

も同講演をすることになりました。
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安全対策の近道は法律を守ること！
安全・安心な職場環境を実現しようと決意

４月28日、留萌消費生活センターにおい

て留萌地協メーデー集会が開催されました。

集会終了後「安全・安心な職場環境を実現

しよう！」というテーマで当センターの齊藤

勉事務局長が講演しました。

冒頭、知床での遊覧船事故に関して、「安

全管理」の視点から、この事故は防げなかっ

たのかと参加者45名に問題を投げかけまし

た。

どのような職場にも思い込みと錯覚はあります。だからこそ「職場の安全対策の近道は法律

を守ること」と話をして、更に思い込みと錯覚のマジックを入れながら笑いありの講演でし

た。特に、この４月に全面施行のパワハラ防止法に関して、参加者は熱心に聞き入っていま

した。

＊当センターは地域・職場での出前講座もいたしますのでご連絡下さい。

過去、2人に1人パワハラを受けたことがある！
医療・社会福祉施設職場のパワハラアンケート調査結果

医療・社会福祉施設職場で働く方々のご協力によ

りパワハラアンケートの集計結果報告書が出来まし

た。

当センターは、労働者の安全と健康を守る観点に

立って、職場の実態を把握し、職場改善の一助とな

るようパワーハラスメントアンケート調査を２０１

７年から実施してきました。

２０２１年度は、新型コロナウイルス感染症等の対

応で、エッセンシャルワーカーとしてご苦労されて

いる一方で、雇用のミスマッチが多く、連合北海道

の労働相談の職種分類で相談が最も多い、医療・社

会福祉施設職場で働く方にアンケート調査を実施し

ました。

「ハラスメントの法制整備と経営課題」

改正労働施策総合推進法の成立で、初めてパワハ

ラを法律で定義し、事業主にハラスメント防止措置

（相談体制の整備など）を義務付け、2020年６月から大企業に、２０２２年４月からは中

小企業に施行されました。パワハラの定義は限定的で、禁止や罰則規定がありません。それ

は、使用者の措置義務を規定していますが「労働者の相談に応じて」という被害者の行動を

前提とした仕組みであり、被害者は様々な理由で「沈黙せざるをえない」状況でもあります。
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＜202１年度調査結果の概要＞

「パワハラの認知度はあるが、8割強が施行や内容をよく理解していない」

パワハラの認知度は、ほぼ100％でしたが、「パワハラ規制法の

施行も内容もしらない」４８．４％と半数近く、「施行は知ってい

るが内容は知らない」38.2％を合わせると86.6％が理解をしてい

ません。

「2人に1人が過去パワハラを受けた経験がある」

過去3年間でにパワハラを経験した割合は3割、3年以前受けたことがあると答えた人を合

わせると2人に1人がパワハラを受けた経験がありました。パワハラを受けた内容で多いのが

威圧的行為、暴言・怒鳴る、陰口や噂を広めるで、それぞれ約4割を占めます。

パワハラの行為者は直属の上司が最も多く6割超で、仕事上の先輩も3割と目立ちます。

パワハラを受けた場合、何も行動をしないは4割超と最多で、理由は何も解決にならないと

あきらめがあります。

パワハラ受けた場合、相談窓口に相談するは半数以下に止まり、最大の懸念はプライバシ

ーの漏洩で6割以上にのぼります。パワハラの認識については、９割以上が職場の人間関係

の悪化と人権侵害とする一方で、職場がギスギスするや指示・

指導がしにくくなるも6割近くあり、行為者や受ける側の問題

とする回答も目立ちます。パワハラの具体策としては、信頼で

きる相談、トップのメッセージ、管理職研修が約8割で、厳し

い処分を求める回答も増えています。また、既にパワハラの対

策が措置されている職場は約3割弱で、最も多い措置が相談窓

口の設置で9割弱でした。

調査概要は当センターのHPに掲載しております。または本冊・データーが必要な方は当セ

ンターまでご連絡下さい。
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北海道勤労者安全衛生センター2022年度総会
第25回「全道セイフティネットワーク集会」開催

１．北海道勤労者安全衛生センター2022年度総会

日時：2022年5月27日（金）午後1時30分～

会場：北海道自治労会館4階中ホール

議題：2021年度活動報告、会計報告・監査報告

2022年度活動計画、会計予算、役員改選

２．第２５回「全道セイフティネットワーク集会」

日時：2022年5月27日（金）午後2時30分～午後４時

会場：北海道自治労会館4階中ホール

Zoomによる参加も可能です

下記より自由に参加視聴下さい

【Zoom接続先】

ミーティングID: 816 3044 0115

パスコード: 262405

講演：「どのように相談にのったらいいか

相談者の心構えも含めて」

講師：一般社団法人Beamspring 代表理事 小川聖子 氏

プロフィール

「コーチング的コミュニケーションで組織、現場を変えたいを応援」

2009年道新文化センターにてコーチング講座開講、各企業や団体へのコーチング研修を始める。
2015年一般社団法人へと法人化しコーチング研修も始め、メンタルコーチとして独立。札幌市
女性活躍推進事業コミュニケーション講師及び企業経営戦略セミナー働き方改革講座担当講師
として従事。企業経営者へのメンタルコーチングと管理職へのコーチング研修をプログラムし、
飲食業、製造業、小売業、通信サービス業、歯科医業、大学病院、介護業など数々の企業の活性
化を支援する。累計５５０社（2021年3月現在）

・CTC認定コーチ ・CTC認定トレーナー ・サンタフェNLP発達心理学協会
・NLPプラクティショナー ・アサーティブトレーニング講師 ・問題解決セラピスト
・ハラスメント相談員 ・歯科衛生士（国家資格） ・ラジオパーソナリティ


